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『ぶり』とは？

•正式な名前（標準和名）はブリ。

•ブリはスズキ目アジ科ブリ属に属する。

•日本近海に生息するブリ属４種類の中で最も多く、漁業的
にも最も重要とされている。

•大きなものでは尾叉（びさ）長（尾鰭（おびれ）の中央の
切れ込んだ部分までの長さ）80cm、体重10kgほどになる。

•ブリは日本近海の固有種（日本近海だけに生息する種類）。
北海道近海から東シナ海までの広い範囲に分布するが、成
長に伴って大きく生息場所を変えることが知られている。

出典：せとうちネット（環境省）（https://www.env.go.jp/water/heisa/heisa_net/setouchiNet/seto/g1/g1chapter1/ikimono/hamachi.html）

ブリ
（ハマチ Seriola quinqueradiata Temminck et Shlegel）



出世魚！

•ブリはボラやスズキなどと同じ「出世魚」として
も有名

•江戸時代までは、武士や学者などは元服や出世の
際に名前を変える習慣があり、これになぞらえて
成長とともに呼び名の変わる魚を「出世魚」と言
う。

•関西ではツバス（約20cm）→ハマチ（約
40cm）→メジロ（約60cm）→ブリ（約80cm）

•養殖されたものをハマチ、天然のものをブリと呼
んでいる場合も多い。

出典：せとうちネット（環境省）（https://www.env.go.jp/water/heisa/heisa_net/setouchiNet/seto/g1/g1chapter1/ikimono/hamachi.html）

ブリの稚魚（モジャコ）

サイズ 関東 関西

20cm ワカシ ツバス

40cm イナダ ハマチ

60cm ワラサ メジロ

80cm ブリ ブリ



『ひみ寒ぶり』とは？

•氷見魚ブランド対策協議会が判定した期間に富山湾の定
置網で捕獲され、氷見漁港で競られたブリのこと

•ブリが獲れはじめてから、ブリの大きさや数量、形など
を、判定委員会がみて、本格的な氷見のブリシーズンが
迎えたことを判断したうえで、「ひみ寒ぶり」宣言を行
います。

•ひみ寒ぶり宣言後は、1尾に1枚、氷見漁港で競られたこ
とを証明する販売証明書を発行し、統一の青箱に入れて
出荷します。

出典：きときとひみどっとこむ（https://kitokitohimi.com/site/news/himikamburi2020.html）



氷見で寒ブリが獲れる理由 ＃01 地形

•ひとつ目は、能登半島に抱かれた氷
見の地形です。

•春に九州の五島列島沿岸で産卵し、
夏に北上して成長するブリは、初雪
の降る頃、産卵のため、脂の乗り
切った状態で、日本海を南下します。
その南下途中に、能登半島の沿岸に
ぶつかって富山湾に入ってきたブリ
が捕獲しやすい場所が、氷見に当た
るのです。

出典：VISIT富山県（https://toyama.visit-town.com/toyamastyle/himi-kanburi）



氷見で寒ブリが獲れる理由 ＃02 鰤起こし

•もうひとつは、天候。

•晩秋から初冬にかけて、富山湾に、
地響きのような雷鳴とともに、恐ろ
しいほどの強風が吹き荒れます。こ
の風雪をともなう荒天は〝鰤起こし
（ぶりおこし）″と呼ばれます。ブ
リの南下を妨げ、氷見漁港に豊漁を
もたらします。

出典：VISIT富山県（https://toyama.visit-town.com/toyamastyle/himi-kanburi）



氷見で寒ブリが獲れる理由 ＃03 定置網漁業

•そして、3つ目は、定置網漁業とい
う漁法。

•氷見は定置網発祥の地として、
400年余り前から定置網の技術と
歴史が受け継がれています。現在、
氷見沖には大小45カ統の定置網が
操業し、一年を通して豊富な水揚げ
量を誇っています。

出典：VISIT富山県（https://toyama.visit-town.com/toyamastyle/himi-kanburi）



２０２１年の『ひみ寒ぶり』

•令和2年11月21日、氷見魚ブランド対策協議会の判定
委員会から、ひみ寒ぶり宣言。

• 2月6日（土曜日）をもって『ひみ寒ぶり』の提供期間は
終了。

•以降、氷見で水揚げされたブリは「氷見産ブリ」として
出荷。

•今シーズンの『ひみ寒ぶり』水揚げ本数は、37,593本。

出典：きときとひみどっとこむ（https://kitokitohimi.com/site/news/himikamburi2020.html）

（令和2年11月21日、ひみ寒ぶり宣言が出されたときの魚市場の様子）



定置網発祥の地《氷見》

•氷見は定置網発祥の地。

•その起こりは天正年間1573年（今から約427年前）頃、
ワラを材料にしたワラ台網が敷設された。

•その後、先人の知恵と努力によって技術の改良が重ねら
れ、明治40年に宮崎県の日高式大敷網が大境沖島漁場に
導入され鰤の大漁が続いた。

•大正元年に日高式大敷網を改良して、上野式大謀網を考
案

出典：氷見漁業協同組合（http://www.tyhimigyokyo.jf-net.ne.jp/syoukai/gyoho.html）



定置網発祥の地《氷見》

•その後も改良が続けられ、昭和に入り越中式落網に変り
広く日本全域に普及

•昭和40年代には越中式鰤二重落し網へと技術の改良が進
められた。

•このように、氷見の定置漁業は歴史的にも伝統ある地場
産業として、今なお激しく変化し続ける活気ある産業。

•現在氷見沖には大型定置網が16カ統、小型定置網が29
カ統と大小45カ統の定置網が周年操業している。

出典：氷見漁業協同組合（http://www.tyhimigyokyo.jf-net.ne.jp/syoukai/gyoho.html）



大敷網の仕組み

•大型定置網は、氷見沖２～４km、水深40
～70ｍのところに張られ、漁場までの時間
は約20～30分、網を起こすのに30分～１
時間程度かかる。

•大敷網（二重落し網）仕組みは、垣網・角
戸網・登り網・身網の４部で構成されてい
る。

•また、小型定置網は氷見沿岸１～２km、水
深10～27ｍに張られ周年操業している。

出典：氷見漁業協同組合（http://www.tyhimigyokyo.jf-net.ne.jp/syoukai/gyoho.html）
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「氷見の持続可能な定置網漁業」が日本農業遺産に認定

•日本農業遺産は、将来にわたり
受け継がれるべき、伝統的な農
林水産業が営まれている地域を
農林水産大臣が認定するもので
す。

•これまでの15地域に加え、今回
新たに7地域が認定され、富山県
内では氷見地域が初めての認定
となります。

出典：氷見市役所（https://www.city.himi.toyama.jp/gyosei/soshiki/sosei/6/6949.html）



「氷見の持続可能な定置網漁業」が日本農業遺産に認定

•今回の認定内容は、氷見の地で長年に
わたり定置網漁と関わりながら営まれ
てきた農林業、水産加工業、食文化な
ど氷見の暮らしそのもの。

•審査を行った世界農業遺産等専門家会
議からは、定置網の長い歴史と地理的、
地形的な特徴が本地域の漁業を生んで
いる、世界に誇れる漁業システムであ
り、非常に高いポテンシャルを有して
いるとの評価をいただいており、氷見
市民にとって大きな自信となり、誇り
になります。

出典：氷見市役所（https://www.city.himi.toyama.jp/gyosei/soshiki/sosei/6/6949.html）


